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1.人は物語の中で生き､学ぶ
物語を読むことは余暇の慰み以上のものであり､人生の櫨である.生きることにまつわる疑問､苦
悩などの答や打開策を多少なりともそこから得るという点では､宗教と共通すると言っても過言では
あるまい｡MichaelPronkoによれば ｢人は物語の中で考え､物語の中で生き､物語の中で世界を構
築し､物語の中で学ぶO(HumanSthinkinstories▲liveinstories.organizetheworldinstories.and
learninstories.)｣科学者と文学の実作者が同じように物語の価値を見出しているのも興味深い｡｢僕
が小説を好きなのは､死ぬのが怖いからだと思うんです｡死ぬのが怖くて､自分が死ぬことへの合理
的な説明､または生物学的な納得をしたい｣と述べ､｢小説を読んでいるとほかの人生を生きている
満足感｣(155)を感じると言う生物学者 ･岡ノ谷一夫に対して､作家 ･小川洋子は対談でこう答えて
いる｡
死を納得するためには､合理的な理解だけでは片手落ちで､それと正反対のまったくの不合理が成
立する世界､つまり物語が必要なんだと思うのです｡神の存在さえ作り上げてしまうほどのダイナ
ミックなフィクションが｡-読んだり､書いたり､心に思い浮かべたり､祈ったり､願ったりする
行為がすべて物語と結びついています｡(155-6)
自分とは何かなどの疑問に答えるために､生きていることの意味を見出すために､そして最も困難で
あろう死の受容のために､物語は不可欠だ｡
文学研究者 ･中村和恵も､同様に物語の価値と意義を主張する｡
広義の物語で､ひとは動いていく｡物語がなければ､世界は恐ろしいままである｡恐ろしい世界
を自分に理解できるものにするために､人間という動物は物語を編み出す｡物語は歌になったり､
政治になったり､地図になったり､絵になったり､うそになったり､物理学理論になったり､歴史
研究になったりする｡それらすべての根源にあるのは世界と存在についてなにか納得のいく話を聞
きたいという欲求なのだ｡(263)
恐ろしいのはそれ自体の恐ろしさゆえでなく､実体/実態がわからないからだ｡それが少しでもわか
れば一物語を語ることができれば-もはや恐怖は消える｡少なくとも軽減する｡中村はさらに ｢外国
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語による人文系書籍､哲学や社会学を含む広義の外国語文学の日本語翻訳出版のため､公的機関から
日本の出版社に､助成｣(253)することの必要性を訴える｡翻訳書が出なくなれば､外国の思想や多
様な物語などを通して得られる新しい知とは無縁になり､日本人のものの考えや文化が停滞し､貧困
の一途をたどると考えるからである｡今､文学軽視の風潮の中で､文学リテラシーどころか漫画リテ
ラシーすら低下しているという｡安直な映像文化ばかりでは複雑で深遠な思索や探究に耐えられなく
なり､人は単純な図式でしかものを考えなくなる｡(260)文化の貧困はさらに浅薄な人間を量産する｡
外国の､あるいは外国語で昏かれた物語はこのような現状を防止するために有効な手段の一つではな
いか｡しかも良例が豊富にある｡
別の､教育の観点から見てみようO/ト学校で英語が導入され始めた｡文字や文法は導入せず､歌や
ゲームなどの活動が大半であるという. 2 確かにグローバル化が進んだ現在､コミュニケーション
の手段-道具やツ-ルという表現は使いたくない-としての国際共通語 ･英語は重要である｡ 3 早
いうちから英語に慣れさせ､特に英語の発音とリズムを体で覚えることの意義については,臨界期仮
説4 という点からも納得がいく｡しかし､まず ｢国際共通語としての英語｣の定義を明確にしてお
く必要がある｡いつまでも残るような内実のある書き言葉の英語をこそ､国際会議であれもっと卑近
な場面であれ､様々な言語を母国語として持つ人々が行う諌論や意思表示の際に用いるような英語を
こそ､｢国際共通語としての英語｣と捉えるべきである｡ほとんどの日本国民が英語を話せるように
なるのを目指すというような世迷言も聞こえるが､簡単な会話など日常で使う話しことばのコミュニ
ケーション英語は二次的な重要性しか持たない｡そしてアメリカ英語もイギリス英語も､一つの ｢方
言｣に過ぎない｡アメリカ英語偏重 ･神話はきっぱり捨てることだ｡世界中の人々が納得して､それ
ぞれのアクセントー 例えば日本語アクセントや中国語アクセントのある英語-を許容した上で､共通
言語として英語が使われるなら､長年の批判である ｢英語帝国主義｣の問題も解決できよう｡このよ
うな英語の習得を目指す英語教育にも､物語を取り入れることは意義がある｡最も効果的なのは論説
文やエッセイの英語を読むことであろう｡文学の言説はそれらとは異なるが､小説などに会話も組み
込まれていることを考えれば､話し言葉としての英語も同株に習得できる利点があるから､文学作品
はさらに効率のよい学習材料と言える｡
また､主として短文を素材に語法などを研究する英語学/言語学とは異なり､小説などでは長文も
素材であり､文脈の中に思考が流れている｡多くは人間中心で､複雑なプロットを通して個性的な登
場人物や彼/彼女の生き方 ･考え方が措かれる｡身近な題材である人間､社会､文化に-そしてメタ
フィクションの場合は小説 ･芸術そのものにも一焦点が当てられる｡様々な文脈の短文が提示される
のとは異なり､小説などを読む際は思考の流れが阻害されない｡したがって思考することも鍛えられ
る｡身近な内容の物語であるなら､学びを意識せずに自然と､生きていくための何らかの指針を得た
り､国際共通語である英語の習得に資するのが､文学作品を読むことなのだ｡また､それを通して英
語圏の国々や英語話者のみならず我々日本人や日本について明らかになってくる点も多かろう｡文学
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は宝の山である｡本論では､英米の文学作品を英語学習に取り入れる試みの一例を提示したい｡様々
な文学作品が多様な視点から利用できる｡本論で級う文学作品も､その扱い方も､一例に過ぎないの
はもちろんである｡良質の文学が深い所以だ｡
2.文学を読んで Il !?､?! を体験しよう
我々日本人は複雑な敬語5 の体系を持つ日本語を世界でも例外的な言語だと考え､日本人の感性
の豊かさは独特であると考える傾向があるようだ｡はたして､日本語や日本人は特殊なのだろうか｡
当公開講座で片桐氏が解説したように､日本語は決して特殊ではない｡むしろ標準的な言語であり､
母音の数の多きや時制の複雑さなどの点を考えると､英語が特殊な言語であると言える｡日本人はど
うだろうか｡多くの日本人は自分たちが ｢特異な｣民族で､他民族からはなかなか理解してもらえな
いだろうと思っている｡優越 ･卓越性を示唆しているのではもちろんない｡自分が自分を ｢変わって
いる｣と考えているのだ｡日本の国土には険しい山岳地帯が多く､河川は急で､南北に長いため亜寒
帯から亜熱帯まで気候変化に富み､｢湿潤な大気と豊かな陽光が潤沢な植生を育て､自然の中にさま
ざまな語調の色彩を存在させ｣ている｡確かに､万葉時代には赤､青､白､黒の四色しかなかった日
本の色は､染色 ･色彩文化の歴史の中で信じられないほどの色と色の名前を生み出した｡｢江戸時代
し じゅうI1っちヤひゃくね･rふ
に四十八茶百 鼠と呼ばれた玄妙きわまる中間色を､世界のどの民族が作り出せたろう?｣(井関
122)と感嘆するのも当然である｡異文化比較の点から今後の英語教育 ･学習に対する示唆を与えた､
当公開講座の瀬田氏によれば､エスキモー語には降ってくる雪 (quanik-)､積った雪 (apu卜)､氷の
ように固められた雪 (aniu-)､どろどろになった雪 (pukak一)､風に吹かれて舞う雪 (pi･rtuqu一)と
いう個別の雪を表す言葉はあるが､｢雪｣という一般的な語はない｡生活上意味がないからだ｡他方､
具体的な雪を示す言葉なしでは生活できない｡したがって上述したような語粂/言語体系となる｡言
葉は文化を反映する｡文化そのものである｡となれば､日本の多種多様な色とその名称は､それらの
文化を生み出した日本人の時好や感性を反映しているから,日本人がそのようなまれにみる感性を持
つと言えそうだ｡
しかし､そもそも ｢我々 ･日本人｣と言うこと自体､自己を中心に考え､個人主義的傾向にある英
米人には奇異にうつる｡｢我々･日本人｣ということが､想定できないからである｡自分は他者と違い､
またそれでよく､互いに個性を尊重する｡一般的に､西洋人は確たる自己が中心に存在すると考え､
その自己の実現に向けて主体的な努力をすることに価値を置く｡西洋の近代思想は認識する ｢我｣を
中心に据え､この我 (主体)が対象 (客体)を捉えるという図式のもとに､自然を分別 ･対象化して
分析 ･研究してきた｡だからこそ科学技術の発展も可能になったと言える｡しかし､だからといって
自然を本当に理解できたとは決して言えない｡そして主体が客体を所有し支配することを示唆するこ
の図式の綻びが環境破壊などで露になり､唯我論的なまでの人間中心主義に対する批判や反省が西洋
で起こるようになってきた｡それには東洋の ｢物語｣に触発されたことも関係している｡例えば､
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1960年代にアメリカ西海岸を中心に禅ブームとも言える現象が起り､アメリカ人がそれまでの生き方
を内省したのである｡完壁に理解されているとは限らないだろうが､想像以上に日本の ｢物語｣が西
洋人に受容されていることがわかる｡それでは逆に､色彩感覚のような豊かな感性が我々多くの日本
人の特殊性の証左となるわけではないにしても､このような日本人が英語で書かれた文学に対しては
どのように反応 ･応答するのだろうか｡｢英語人｣の反応 ･受容とは違うのだろうか｡
地理 ･民族 ･言語的にも異なる文化の物語と遭遇して､読者は ｢日 ､ i?､?!｣などを体験す
る｡自身について､人生､生活､生命 (Life)について､世界について､私たちは英語文学を通して
どのように理解を深めることができるのか｡どんな ｢日本語人｣あるいは ｢英語人｣の特徴や､自ら
に対する気づきが体験できるのか｡異なる文化を背景に持つ読者が同様の反応一感動や肯定や納得-
をすれば ｢lJ｣を体験すると言えるo物語がよびかわしている.反発 ｢!?｣も､後になって疑問
や余韻と共に納得すること ｢?l｣も､経験するであろう｡他国/他言語の文学を読むことは､人生
に滋養を与えてくれる食べ物をほんの少し変わったスパイスの味つけで食することだと言ってよいO
スパイスが料理をいっそう美味しくする場合もあろうし (｢日 ｣)､スパイスのせいで嫌いになる料
理もあろうし (｢!?｣)､嫌いでも後でその味の深さなどに気がついて好きになる料理もあろう
(｢?l｣)｡いずれの場合も､まずは料理を食べなければならない｡食わず嫌いは一番よくないO滋養
ある食べ物がおいしければ､さらによい｡
3.おいしい料理をほんの少し変わったスパイスの味つけで
英語文学の独自性と思えるモチーフなどを通して､アメリカやイギリスを読み取ろう｡どんな ｢変
わったスパイス｣の味つけが楽しめるのだろうか｡アメリカやイギリスを読むことは､日本や日本人
のことを読むことでもある｡私たちの視野もそれだけ広まる｡思わぬ共通点も見出せるかもしれない｡
l]†c
人は少年期から大人になる過程を経て老成し､死を迎える｡英米の小説と詩から､生を読んでみよう｡
3-1.少年はいかに ｢大人｣になるか
子供は社会 ･文化の中で､人とかかわり合いながら成長する.まずは青春 (イニシエーション)小
説あるいはBildungsroman(教養小説)と呼ばれるものを読んでみよう｡｢アメリカ現代文学は
MarkTwain(1835-1910)のAdventuresofHuckleberryFun (1884)から始まる｣と言われるO当
f+i
時の南部､中西部など各地の､そして黒人などの話しことばもそのままに､生のアメリカ英語で沓か
れていることや自然描写が注目されてきた｡この小説のテーマは少年Huckが試みる文明からの脱出
と､大酒飲みの浮浪者で行方不明の父親が代表する ｢自然｣の無秩序からの脱出と考えてよかろうO
彼の友人 TomSawyerが求める ｢自由｣と ｢脱走｣があくまで文明社会の秩序の中でのそれであり､
社会という権威に寄りかかりながらある種'■お遊び"であるのと対照的だ｡(亀井 86-7､103)また
この小説には､逃亡奴隷が自由になるという展開がリアリティを持たないと感じて､作者が執筆を中
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断したという事情がある｡書き終えるのに7年を要したが､最終稿でも､最後の数章はそれまでのよ
うな緊張感がなく､作品全体の出来は必ずしも良くないと言われている｡また､第32章以降の結末部
分でトムが再登場し､逃亡奴隷として捕らわれているJlmの脱出を計画する ｢脱出のエピソード｣の
部分が､中心テーマ (ハックの差別意識を乗り越える倫理的､道徳的成長)や構成上の整合性を考え
ると､この小説を失敗作にしているという批評もある｡(有馬 34)しかし､今は教養小説として読
める本書の､特に第31章に焦点を当てて､少年の精神的成長につきものの葛藤をたどってみよう｡
ハックは逃亡奴隷のジムと共にミシシッピー川に沿ってミズーリ･イリノイ州境を下り､自由の地･
北を目指す｡しかし途中で､自分が黒んぼ (nlgger)の逃亡に手を貸したことが町中に知れ渡って､
上こLま
街の誰かに会うようなことになれば､恥ずかしくてたまらないと想像し始めると､自分の心が邪 で､
卑しく､下劣に思えてくる｡
That'sjusttheway,apersondoesalow-downthing,andthenhedon-twanttotakeno
consequencesofit.Thinksaslongashecanhideit.itam●tnodisgrace.Thatwasmyfixexactly.
ThemoreIstudiedaboutthlS,themoremyconsclenCeWenttOgrindingme.andthemore
wickedandlow-downandorneryIgottofeeling.Andatlast.whenithltmealofasudden山at
herewastheplainhandofProvidenceslappingmeinthefaceandlettlngmeknowmy
wickednesswasbeingwatchedalthetimefromupthereinheaven,whilstIwasstealingapoor
oldwomanlsniggerthathadnlteverdonemenoharm.andnowwasshowingmethere-sone
thatlsalwaysonthelook-out.andaln'ta-goingtoalownosuchmiserabledoingstOgOOnlyjust
sofurandnofurther.ImostdroppedinmytracksIwassoscared(366-7)
人間は悪いことをしても責任は取 りたくない｡わからなければ､あるいは隠せるかぎりは､恥
(disgrace)じゃないと思う｡ハックは自分の問題もまさにこれだとわかっている｡考えれば考える
ほど良心の阿安に苦しむが､突然､気がつく丁神さまがおれの顔をひっぱたいて､おまえの悪党ぶ
りはお見通しなんだぞって知らせているんだO罪のないばあさんの異んほを盗んだおれのことを天か
らずっと見ていて､もうこれ以上浅ましいまねは許さないぞって｡｣ところが､子供らしく弁解もする｡
なんとか少しでも罪を軽くしようとして､｢育ちが悪いんだから､おれぽっかりが悪いわけじゃあり
かJ)
ません｣と言って､自分への矛先を毅そうと躍起になる｡(367)
少年は､祈れば悪党じゃなくもっといい人間になれるかもしれないと思って脆くが､祈りの言葉は
出てこない｡
AndIaboutmadeupmymindtopray:andseeiflcouldnlttrytoquitbeingthekindofaboyI
was,andbebetterSoIkneeleddownButthewordswouldn'tcomewhywouldn'tthey?It
warnltnousetotryandhideitfromHim.Norfromme,neither.Iknowedverywelwhythey
wouldnrtcome.Itwasbecausemyheartwarn-tright:itwasbecauselwarnrtsquare;itwas
becauseIwasplayingdouble.Iwasletingontogiveupsin.butawayInsideofmeIwasholding
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ontothebiggestoneofall.IwastryingtomakemymouthsayIwoulddotherightthingand
thecleanthing.andgoandwritetothatniggerTsownerandtelwherehewas:butdeepdownln
meIknoweditwasalie-andHeknowedlt.Youcan'tprayaLie-Ifoundthatout.(367)
ハックは彼にとってこの上ない存在である絶対的な神と対時しながら､自分の欺臓や弱きに気づいて
いく:｢神さまからかくれようったってどだいむりなんだOそれに.おれL'LJLからだってかくれられ
ない｡祈りのことばが出てこないのはおれの心がひん曲がっているからだ｡おもてとうらとで違った
ことをしているからだ｡おもてでは罪をやめますとか言って､うらでは最高に大きな罪にしがみつい
てる｡ただしいおこないをします､きよらかなおこないをします､黒んほの持ち主に手紙を書いて居
場所を知らせますってDT;/f言おうとしているけど､心の底では､そんなのうそだってわかってる.
神さまだってわかってる｡うそを祈iことなんかできない｣(367)と思い知るのだ｡子供らしいハッ
クの言説を聞きながら､自分の幼い頃を思い出す読者も多かろう｡
｢MissWatson､あなたの逃げたどれいのジムは Pikesvileの2マイル川下にいて､MrPhelpsが
つかまえています｡けんしょう金をおくればかえしてくれます｡ハック･フィン｣と手紙を普くと､
彼の心は一時晴れ､生れて初めて罪が全部洗い流されたような気分になる｡しかし手紙を出せば､自
分をかわいがってくれ､自分を ｢たった一人のともだちだ｣と言ってくれたジムを姦切ることになる｡
悩んだ末に ｢よし､ならおれは地獄に行く ("TAlright.then.Ⅰ'ugotohel…)｣(368)と心の中で咳いて､
手紙を破く｡葛藤を経て良心と友情が勝利するのである｡少年は大人になる段階で､奴隷制などをめ
ぐる共同体の価値観と自分が逃がした奴隷ジムとの友情や良心の狭間で葛藤し､自分の弱きにも直面
する.このような葛藤や自身の精神的弱きなどとの対決はどの文化においても存在する､少年の通過
儀礼であろう｡奴隷制度とは無縁でキリスト教徒でもない多くの日本人読者にとっては､奴隷制とキ
リスト教の神がこの小説を読む際に味わうスパイスである｡これらの実態や概念の一端については､
虚構の要素が入っているとしても､歴史資料などと同様に､小説 ･物語を通しても学べるのだ｡
次に､青年期の精神的葛藤と成長を描いた､PaulAuster(1947-)のMoonPah2Ce(1989)を読
んでみよう｡父親を知らず､幼い頃母に死なれ､母方の伯父に育てられるが彼も死に､天涯孤独とな
る青年の物語である｡小説は主人公の回想から成るが､彼は大学時代の自分をこう分析する:｢臆病
と倣榎のグロテスクな化合物で､長い不器用な沈黙と､度し粗い騒々しさとを交互に繰り返す｡煙草
と酒に浸り､訳のわからぬ街学的な知識を大学の友人たちにひけらかし､煙に巻き､とにかく彼らを
恐れ入らせようとする.自分は彼らより r大人Jなんだと思わせたい｡｣(15)彼らに変人扱いされて
も､むしろ得意､わが意を得たりである｡
Looklngbackonitnow.IrealizeWhatacuriousfigurelmusthavecut:gaunt,disheveled,
intense.ayoungmanclearlyoutofstepwiththerestoftheworld.ButthefactwasthatIhad
nodesiretofitln..Iwasthesublimeintelectual.thecantankerousandopln10natedfuturegenius.
theskulkingMalevolewhostoodapartfromtheherdItalmostmakesmeblushtoremember
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theridiculousposesIstruckbackthen.Iwasagrotesqueamalgamoftlmidityandarrogance.
alternatlngbetweenlong,awkwardsilencesandblazingatsoframbunctiousness.(15)
当時の自分が ｢荘厳なるインテリ､つむじ曲がりの頑固者､未来の天才､孤高の気難しい一匹狼｣と
思っていたことを振り返ると､主人公は何と馬鹿げた真似をしていたのかと思い､赤面する｡(15)し
かし青年時代の孤独と ｢青さ｣を示唆する的確な描写に共感する日本人読者も多かろう｡
経済的にも困窮して切羽詰った主人公は､世の中に唾をひっかけてやりたいと思う｡幼少の頃から
すでに､こんな人生の激変や苦労に放り込まれたからには､何か劇的な行動に出る必要があると思い
始める｡そして色々なことを考えすぎた､本を読みすぎた若者の情熱と理想主義とに導かれて､彼は
自分のなすべきことは何もしないこと､美的次元にまで高められたニヒリズムを実現すること､わが
人生をその一つの芸術作品に仕立てあげることであると考える｡(20-1)
Iwasindespair.andinthefaceofsomuchupheavalJfeltthatdrasticactionofsomesortwas
necessary.Iwantedtospitontheworld.todo也emostoutlandishthingpossible.Withal山e
fervorandidealismofayoungman whohadthoughttoomuchandreadtoomanybooks.I
decidedthatthethinglshoulddowasnothing:myact10nwouldconsistofamlitantrefusalto
takeanyactionatal.ThiswasnihilismraisedtothelevelofanaestheticpropositionIwould
turnmylifeinfoaworkofart.sacrificingmyselftosuchexquislteParadoxesthateverybreathI
tookwo血dteachmehowtosavormyowndoom.(20-1)
働いて生活費を稼ぎ何としても生きるのだとは思わず､その努力もせず､｢美的次元にまで高められ
たニヒリズムを実現する｣(21)など､論弁とも思われる論理に彼は取りタ.iTlかれる｡
一時的な現状打破のきっかけは言葉を通して訪れる｡はじめは伯父の逝産である本を売って生活費
にしていたが､それもなくなる｡空っぽになったアパートの窓から見える中華料理屋のネオンサイン
■MoonPalace●■を眺めているうち､興味深い思いが湧いてくる｡今から思えば､気まぐれな連想と夢
想の生々めぐりだったのだろうと思うが､当時の彼にとってはこの上なく意義深いものに感じられた｡
そして彼は■MoonPalace"という言葉を通して､自分を取り巻く世界のつながり- ｢結びつきの織り
なす､果てしなく広がる網｣一を発見する｡単なる連想や夢想ではない｡むしろ､極限状態ゆえに､
真実が見えたのだ｡天涯孤独だと思っていた青年は自分が一人ではないこと､世界と繁っていること､
世界の諸々の事象が繁っていること､この真実に気づく｡つながりの連想 ･夢想は際限なく続く一未
知への旅という見地から見たコロンブスと､アポロ計画で月面着陸を実現させた宇宙飛行士の平行関
係 :自分はコロンビア大学の学生であり､伯父の遺産であった書物は､1492冊でアメリカ大陸発見と
同年である :はるか西の地 ･中国の中国料理と自分の空っぽの胃袋 :｢思考の程｣と言うような滋養
としての思考と夢の棲む宮殿としての頭脳:アポロ計画と音楽の神アポロ:西部を旅するミュージシャ
ンであった伯父と彼らのバンド名ムーン･メン:西部､インディアンとの戦い､ベ トナム戦争､兵器､
爆弾､原爆実験のキノコ雲 ..｡(32)
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Itwentonandonlkethat.andthemoreIopenedmyselftothesesecretcorrespondences,山e
closerIfelttounderstandingsomefundan entaltruthabouttheworldIwasgoingmad.perhaps.
butIneverthelessfeltatremendouspowersurgingthrough me,agnosticJoythatpenetrated
deeplntOtheheartofthingsThen.verysuddenly,assuddenlyasIhadgainedthispower.Ilost
it.(33)
主人公は■MoonPalace-'ということばを通して自分と世界､世界の諸々の事象､さらに過去と現在も
がつながっていることに思い至り､この ｢秘密の呼応関係に身を任せれば任せるほど､自分が世界を
めぐる何か根本的な真実の理解に近づいているような気持ちが強まる｡｣発狂しかけていたからかも
しれないと当時を振り返って推測するが､この時彼は世界や生きることにまつわる重要な真実の一つ
に到達したのだと考えたい｡他者との繋がりを意識することは生きる力となる｡だからこそ､確かに
彼の中には ｢とてつもない力がみなぎりはじめた｣(33)のだ｡注目したいのは､彼が言葉をきっか
けに世界の真実に近づいていったことである｡意識的であれ無意識的であれ､言葉を通して人は思索
する｡それ以上に､言葉が私たちを作っていると言ってもよい｡そしてこの言葉の中に真実が息づい
ているのだ｡顕著な例として､言葉に焦点を当てて独自の精神分析理論を打ち立てたラカンやクリス
テヴァなどが挙げられるが､概して西洋は日本より言語に対して意識的である｡言語から真実に到達
するという小説展開･モチーフはいかにも西洋らしい｡西洋独特のスパイスが効いている｡また､｢秘
密の呼応関係の網｣の考えが仏教の縁起思想と通低すると考える読者もいるかもしれない｡読者の考
察は広がり､深まる｡
さて主人公のその後である｡｢世界の秘密の呼応関係｣という一時的な真実の啓示を受けたものの､
再び主人公は生の混沌に突き落とされる｡ニューヨークのセントラル･パークで浮浪者の生活をする
うち病気になり､生死の境をさまよった時に､漸く親友 Zimmerと恋人 KityWuに救出される｡
ほどなく主人公は､かつての自分がただ世界を蔑む思いに一人酔いしれ､物事を正面から見据えるこ
とを避けていただけではなかったかと思い､自費の念に駆られる｡自分の馬鹿さ加減が身に沌みて感
じられる｡自分自身にも､あれこれ考えることにも､自分の運命について思い悩むことにも飽き飽き
した主人公は､何よりも自分を浄める必要を感じる｡そこで考えついたのが､掛け値なしの自分勝手
から､今度は掛け値なしの無私の境地を目指すことである｡(73)
Ihad也oughtiwasactingwi山courage.butitturnedoutthatIwasmerelydemonstratlngthe
mostabjectformofcowardice:rejoicinginmycontemptfortheworld.refusingtolookthings
squarelyintheface.Ifeltnothingbutremorsenow.acripplingsenseofmyownstupidity.The
dayswentbyinZlmmer'sapartment.andasIslowlyputmyselfbacktogether,IrealizedthatI
wouldhavetostartmylifealoveragalnIwantedtoatoneformyerrors,tomakeamendsto
thepeoplewhostilcaredaboutme.Iwastiredofmyself,tiredofmythoughts,tiredofbrooding
aboutmyfateMorethan anythingelse,Ifeltaneedtopurifymyself.torepentforaumy
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excessesofself-involvement.From totalselfishness.Iresolvedtoachieveastateoftotal
selnessness.IwaLntedtoturnmyselfintoasaint.agodlesssaintWhowouldwanderthrough the
worldperforminggoodworks.Nomaterhowabsurdltsoundstomenow,Ibelievethatwas
precISelywhatIwanted (73)
極端から別の極端へ猛進する主人公には､中道の可能性などは考えられなかったようだ｡大きく成長
したわけではないのだ｡しかし､今思い返してみると滑稽に思えるが､その時は真剣で､確かなもの
を手にしようと彼は必死だった｡このような若さと迷いと苦悶の軌跡の物語は､高度産業化が進んだ
アメリカのような共同体社会や文化を背景にした若者なら､ある程度共通して経験するであろう｡
さらに主人公は子供を堕胎した恋人の苦悩を見て楽しんでいる自分に気がつき､自己嫌悪に陥る｡
また､尊敬していた人物が自分の父とわかってもその事実を受け入られないoLかしその父でさえ､
出生の秘密を背負っで悩んできたが､｢自分の内に棲む混沌の中に飛び込むことによって､ついに彼
自身-"solomonBarberH-に､一個の人格､一個の個人､自ら創造した一人だけの世界それ自体になっ
たのだO(Byplungingintothechaosthatinhabitedhュm,hehadbecomeSolomonBarberatlast.a
personage,asomeone.aself-createdworlduntohimself.)｣(242)父と同様に､主人公も､そして私
たちも若さという混沌に飛び込まずには､苦悶せずには､自分自身に到達出来ない｡
我らが主人公 MorcoStanleyFoggはMarcoPoloや､Dr.Livingstoneをアフリカ奥地で発見した
アメリカ人ジャーナリス トStanleyや､三か月で地球を駆けめぐった 『八十日間世界一周jの
PhleasFoggに通じる､人生の若き旅人 .探究者である.この小説で興味深いのは､彼が HMoon
Palace"という言葉で世界に果てしなく広がる関係性の網に気づいたのと同様に､ことばの探究と自
己の到達が平行して行われることである｡祖父であることが判明する盲目の老人の家で住み込みで働
き､見えない彼が実際眼前で見ているかのように事物を言葉で説明する訓練を通して､真に見るとは
どういうことか､そして物語を､自分自身の物語を語るためのことばとはどういうものかを兄い出し
ていく｡これと平行して､彼は成長していくのだ｡この小説は教養小説であると同時に､メタフィク
ションでもある｡読者は言語やメタフィクションというスパイスを味わいながら､青年の成長ぶりを
読む｡
3-2,よびかわす物語 :達観を共有する
人生が苦であることは誰もが実感する｡それでも生きていかねばならない｡そして､幼い少年も悩
み多き青年も､壮年や老年になると人生を達観することがある｡アメリカ人のそれは私たち日本人と
同様のものであろうか｡もしそうであるなら､物語がよびかわしていると言えよう｡今度は､生きる
ことを鼓舞する詩や､老成した境地を歌った詩を読んでみよう｡
19世紀アメリカで最 も広 く愛消された歌の一つが､国民詩人と言われた HenryWadsworth
Longfelow (1807-82)の"APsalmofLife"(人生讃歌)である0
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‖APsalmofLife■
mattheHeartoftheYoungMa71/SaidtothePsalmist
Telmenot,Lnmournfulnumbers/Lifeisbutan emptydreamト /
Forthesou一isdeadthatslumbers./Andthingsarenotwhattheyseem.//
Lifeisreal!LifeiseamestVAndthegraveisnotitsgoal:/
Dustthouart,todustreturnestノWasnotspokenofthesoulノ/
Notenjoyment.andnotsorrow/Isourdestinedendorway:/
Buttoact,thateachtomorrow/Findusfartherthantoday.//
Artislong,andTimeisfleeting/Andourhearts,though stoutandbrave/
Stil.likemufneddrums,arebeating/Funeralmarchestothegrave.//
htheworld'sbroadfieldofbatle/hthebivouacofLife/
Benotlikedumb,drivencattleVBeaherointhestrifeV/
TruStnoFuture,howe'erpleasantVLetthedeadPastburyItsdeadV
Act,-actinthelivingPresent!/Heartwl山in.andGodo-erhead!//
Livesofgreatmenalremmdus/Wecanmakeour上lvesSublimeノ
And.departing.leavebehindus/Footprintsonthesandsoftime://
Footpnnts,thatperhapsanother/Saltingo'erlife.ssolemnmain/
Aforlomandshipwreckedbrother./Seeing.shaltakeheartagain.//
Letus,then.beupanddoing/withaheartforanyfate;/
Stilachieving,stilpursuingノLearntolaborandtowait.(亀井 ･川本 編 36-40)
人生いかに生きるべきかを声高らかに歌っている｡｢この世の広い戦場でノ人生の野営地でノ黙って
追い立てられる家畜であるなV断固戟う勇士であれ!//未来を頼むな､いかに心地よくともV死にた
る過去にはその死者たちを葬らしめよ!/活動せよ一生きた現在に活動せよ!/内に勇気､頭上に神を
いただきてリ,｢されば我ら､奮起して励もう､/いかなる道命にも勇気を持って｡/絶えず成し遂げ､
絶えず追い求め､/刻苦してあとは待つことを学ぼう｡｣当時のアメリカは刻苦勉励を称揚するピュー
リタン社会であるから､この静が人口に棺灸したのも納得がいく｡しかし20世紀になると､この詩は
｢単純な人生理解､露骨な教訓調.整然たる形式のゆえに｣､多くの読者から噺笑される｡とはいっても､
｢アメリカの人生詩の記念碑的作品であることに変わりはない｡｣現代の日本人読者から見ても確かに
ナイーブな内容ではあり､感嘆符の多用なども気になるところであるが､素直に読めば元気をもらう｡
元気になる文学なのだ｡｢明治時代の日本でも大いに歓迎された｣(亀井 ･川本 編 37-8)ことが示
すように､アメリカと日本で共鳴した､よびかわされた詩なのだ｡共感は国も宗教-神-も越える｡
次の●'pastoral■(牧歌)には老成した落ち着き､ある種の達観が感じられる｡日本的な言説では作
者にも彼が眺める風景にも ｢煙し銀の味わい｣が出ていると言えようか｡
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'lpastoral'byWiliamCarlosWiuiams(188311963)
WhenIwasyounger/ltWasplaintome/Imustmakesomethingofmyself/Oldernow/
Iwalkbackstreets/admiringthehouses/Oftheverypoor:/roofoutoflinewithsides/
theyardsclutered/witholdchickenwire,ashes/furnituregonewrong:/
thefencesandouthouses/builtofbarrel-staves/andpartsofboxes,au/
lfIamfortunateノsmearedablulShgreen/比atproperlywea山ered/pleasesmebest/
ofallcolorsノ/Noone/wilbelievethis/Ofvastimporttothenation.(亀井 ･川本 窮 162-4)
若い頃は世に出て成功することを当然の勤めと思い､がむしゃらに生き､努力するものだ｡しかし年
をとった今､薬通りを歩く時､語り手はごく貧しい人々のみすぼらしい家や壊れた家具などが散乱し
た中庭などを美しいと思う｡ほどよく雨風にさらされた家や塀や屋外便所の色が､作者は何よりも好
きだ｡名もない､いやそれどころか社会の底辺で生きる人々に､今は共感できるようになった｡世間
で成功を収めた人や有名人や金持ちや英雄というより､平凡な日常を精一杯生きる貧者が美しいと思
い､彼らに共感できる境地に老成したのである｡
次の詩では､船乗りは海から､狩人は丘から一仕事､そして人生という船旅を終えて (人生と旅の
■つい
隠愉関係の好例だ)-永遠の住みかに帰還する｡日本などのような農耕文化というよりは狩猟文化で､
世界の七つの海を活躍した歴史を持つイギリスらしいとも考えられるが､日本にも船員や狩猟を生活
の糧とする人もいる｡多くの日本人も共感するであろう｡
■Requiem■byRobertLoutsStevenson(1850-94)
Under也ewideandstarryskyノDigt九egraveandletmelieノ
GladdidIliveandgladlydieノAndIlaidmedownwithawilノ/
Thisbetheverseyougraveforme:/HereheheswhereheLongedtobe:/
HomelSthesailor,homefromthesea/AndthehunterhomeJlomthelul
ここには同じイギリスのキリスト教社会で書かれた､例えばThomasGray(1716-71)の挽歌-tElegy
WrittenLnaCountryChurch-Yardr-(｢EB舎の墓地で詠んだ挽歌｣1751)に見られるような､(うつ病
で自殺したと思われる)天逝した少年に対する哀悼の念もなければ､懐に抱かれて安らげる神も不在
である｡語り手は ｢楽しく生きたし､楽しく死ぬ｣と述べる｡充分生きたという自足､満足感が伝わっ
てくる｡静かに死というものを受け入れているように思える.英語レトリックとしても■.Gladdidl
liveandgladlydie■Pは巧みである｡一般的に､東洋では老いをあるがまま受け入れるが､西洋では加
齢に抗し､若返りを図ろうとする傾向があるようだ｡アンチエイジングはいまでこそ日本でも流行し
ているが､本来は西洋のものだ｡老いや死に対する嫌悪や恐怖があるのかも知れない｡しかしこのイ
ギリス人による詩を読むと､英語人すべてと言うわけでも､現代の英語人もというわけではないが一
そして日本人についても同様のことが言えるが一死の受容 ･諦観は共通のものだとわかるQ
｢千の風になって｣も､死を別の角度から捉えている｡
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"a也ousandwinds'■AuthorUnknown
DonotstandatmygraveandweepノIamnot也ere,Idonotsleepノ/
Iam athousandwindsthatblow.Aamthediamondguntsonsnowノ
Iamthesunlightonripenedgrain/Iamthegentleautumnlsraln.//
Whenyouawal(eninthemorning'shush/IaJntheswiftuplftingrush/
Ofquietbirdsincircledflight./Iamthesoftstarsthatshineatnight.//
DonotstandatmygraveandcryノIamnot仏ere,Ididnotdie.
作者未詳で､日本でも数年前大流行した詩である｡ロングフェローの ｢人生讃歌｣と同様に､西洋人
のみならず日本人の感性にも訴えたのは､なぜだろうか｡愛されし者 ･死者は生者たちに言う●悲し
む必要はない｡私は死んで墓に横たわっているのではない｡｢千の風｣になって､常にあなたのそば
おも
にいる一雪の面のダイヤモンドのような輝きとして､実った穀物の穂に照り輝く太陽の光として､優
しじま
しい秋雨として､朝の静寂を輪の形で飛ぶ鳥たちの飛邦の中に､そして輝く夜の星として｡悲しみ涙
に暮れることはない｡私は死んでなどいないのだから｡魂の不滅などと難しいことは言うまい｡ここ
にあるのは西洋人や日本人の心がよびかわす物語一思い出の不滅 ･つながりの温かさ-であり､希望
である｡風は愛されし者であり､永久に失われることのない愛であるというメッセージだ｡死への嫌
悪や恐れ､悲嘆とため息の物語ではない｡
私たちが ｢死を生きる｣ことを容易にしてくれるこの物語と同じやさしさは､ネイティブ･アメリ
カンの詩でもよびかわされているように見える｡LeslieMarmonSilko(1948-)の"Lulaby■の終末
部分で主人公Ayahが歌う子守歌を聞いてみよう｡彼女は長男を戦時中にヘリコプター墜落事故でな
くし､他の息子たちも失う｡夫は連邦政府から受け取る金を酒に使い､生活は苦しい｡その夫をバー
に探しに行く途中で帰宅する彼と出会い､疲れて雪の上に横たわる彼にブランケットをかけてやり､
子守歌を歌う｡つらい人生､ネイテイヴ･アメリカンという境遇の不条理に､老女は耐える｡しかし､
それでも彼女は子守歌を通して母や祖母とのきずなを感じる｡長く言い伝えられてきた子守歌は自然
が､そして風がやさしく包み､守り､人をいとおしんでくれることを伝える｡
Theear也isyourmo也erノsheholdsyou./TheskylSyourfather./lュeprotectsyOuノ
Sleep/sleep./Rainbowisyoursister./shelovesyou./Thewmdsareyourbrothers/
theysingtoyou./Sleep/sleep./Wearetogetheralways/Wearetogetheralways/
Thereneverwasatime/whenthis/wasnotso.
土地も､空も､虹も､風も､私たちの周りの自然は常に私たちと共にある｡すべて､家族である｡家
族の愛に取り囲まれているのだ｡そして風の音には変や祈りのことばが内在する｡その祈りは私たち
を守ってくれ､力づけてくれ､一日の終わりの束の間の休息にいざなってくれる06このように考えて
く[1ん
も､脳や生物学を研究する件の科学者は死への怖れから開放されるのではないか｡
本論ではいくつかの文学作品- 一連の物語-を通して､少年が苦しみ葛藤しながら成長し老成し
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ていき､そのライフが死へと収束していく軌跡を辿ってみた｡英語の物語を読むことは英語教育にも､
異文化理解にも､生きることを学ぶのにも役立つ｡異文化の物語であっても､共感できる部分も多い
ことがわかる｡物語も､そのプロットも､読み方も無数にある｡よびかわす物語もあれば反発する物
語もある｡理解しようとして結局棚上げになる物語もあろう｡千の風からは千の人々の声が聞こえる｡
千の風には千の物語が息づいている｡
註
1.本論は､岡山大学文学部公開講座 ｢英語と日本人｣(2011年6月5日から7月10日､於 ･文化科
学系総合研究棟2階共同研究室)の中谷担当講義題目.｢英語の問題､英語文学が問題にする問題｣
7月10日13:30-16:30の一部を再構成 ･拡大したものである｡公開講座は一般市民向けであるた
め英語の文学作品はすべて翻訳を用いたが､本論では原文のまま引用 し､内容の談論についても深
めて､用例も多くしている｡公開講座の他の講義は ｢英語教育の現代的課題｣(6月5日､岡山大
学大学院教育学研究科教授 ･高塚成信);｢世界の言語から見た英語と日本語｣(6月12日､岡山大
学大学院文化科学研究科准教授 .片桐真澄),r文化の視点から見た英語と日本語の違い｣(6月19日､
岡山大学大学院教育学研究科教授 ･瀬田幸人);｢心理学からみた英語学習｣(6月26日､岡山大学
大学院文化科学研究科教授 ･長谷川芳典):｢英語のパイオニアー新島薬｣(7月3日､岡山大学言
語教育センター教授 ･阿部正敏)である｡
2.小学校の英語教育についてはすでに､教育システム､教育方法､ネイティブの活用などに関わる
様々な問題点がNHKテレビ番組 ｢クローズアップ現代｣などで取 り上げられたり､多くの論文が
発表されている｡その中でも興味を引くものの一つが脳研究からの考察であるが､そこで若林は三
つの提案をしている :(1)人間の言語に必須の機能は､音韻中枢や､側頭葉から頂頭葉にかけて
の領域などいくつかの場所で分担され､その情報が相互にやり取 りされているため､発達も同時に
進行するが､その中でもかなり早い段階で発達するのが音韻と文法であると考えられている｡よっ
て､高学年の5-6年次よりもむしろ低学年の1年生からのスター トが望まれる ;(2)ローマ字
が4年から3年の国語教育で前倒しで導入されるなら､英語のアルファベット導入は3年で可能で
あり､その後音読練習を行えば､視覚 ･聴覚の共同処理を無理なく訓練できる :(3)5-6年次
では､人との関わり方を重視して社会 ･語用論的言語使用を意識し､語学では初級レベルの聴 ･読
解練習を導入する｡(101-3)以上のように､脳の発達状態からは現状の実施内容よりもはるかに
進んだことが′J､学校で行われうることを指摘 しているが､特に文字や意味/文法については､議論
の多いところであろう｡いわば ｢見切 り発車｣で小学校英語教育が始まったが､早急に現状分析を
も含めて議論する必要がある｡
3.英語が幅広く使われている現状については､JamesStanlaw221-2を参考0
4.言語及び第二言語習得における臨界期 (年齢)を過ぎると自然な英語能力習得が不可能/困難に
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おいしい料理をほんの少し変わったスパイスの味つけで-r国際共通語としての英語｣学習に文学作品を生かす一 中谷 ひとみ
なるという仮説で､公開講座でも高塩氏から､音声識別能力の臨界期が生後6か月から12か月であ
るとの外国の説について､また片桐氏からも日本における研究成果について言及があった｡
5.水谷は ｢敬語｣に対する考えを改めるべきで､敬語というより娩曲表現と考えるべきと主張し､
これまでの日本の ｢ポロにつぎを当てた国語教育｣を批判している0(65-6)英語教育を考える点
でも参考になる｡
6.ネイテイヴ･アメリカンにとっての土地､日常生活の中の聖性､昔､語る･祈ることについては､
管 ･小池 47-55が参考になる｡
引証文献
有馬容子｡rマーク.トウェイン新研究一夢と晩年のファンタジーj.東京 彩流社､2002.
井関古都路｡｢青色草紙｣｡r内田百聞文学貨 随筆部門受A'作品集Jo東京 .作品社､2008.99-1370
AuthorUnknown."athousandwinds.■<http://www.mahoroba.ne.jp/-gonbeOO7/hog/shouka/
sennokazeninatte.html>.
Auster.PaulMoonPalaceLondon:faberandfaber.1989.なお､柴田元幸 訳 rムーン･パレスJ(莱
京 :新潮社､1997)を参考にさせていただいた｡
小川洋子 ･岡ノ谷一夫｡r言葉の誕生を科学するjo東京 :河出書房新社､20110
亀井俊介.rハックルベリー .フィンのアメリカー ｢自由｣はどこにあるかj.東京 :中央公論新社､2(X泊.
-一 ･川本暗嗣 編cr7メリカ名詩選1.東京 :岩波書店､19930
Gray,ThomasHElegyWrlteninaCountryChurch-Yard.-'1751.<http://www.blupete.com/Lit-
erature/Poetry/Elegy.htm>,
Silko,LeslieMarmon"Lulaby.■<httpノ/www.barbarajanereyes.com/2010/ll/25/poem-1eslie-
marmon-silko-lulaby/>.
管啓次郎 ･小池桂一｡r野生哲学-アメリカ･インディアンに学ぶ｣｡東京 :講談社､2011o
Stanlaw,James,書EB正紀 ･加藤将史 訳or和製英語と日本人-言語 ･文化接触のダイナミズムJ｡
東京 :新泉社､20100
Stevenson.RobertLouis.HRequiem"<http.//www.poetry-archive.com/S/reguiem.htmi>
Twain.Mark.TomSauJyerandHuckleberryFmn(Everyman'sLibrary).NewYorkABedA.Knopf.
1943.なお､山本長一 訳 rハック)i,べリイ･フィンの冒険j(東京 ･彩流社､1996)を参考にさせ
ていただいた｡
中村和恵.｢日本語文化の滅亡､あるいは翻訳出版の重要性｣｡r英文学研究 支部統合号13(2011):
253-650
Pronl(0.Michael."onceuponatime,"<htp･//wwwessayeng]'p.com/en/essays/100-once-upon-a-time.htmi>.
水谷静夫or曲り角の日本語j.東京 :岩波書店､2011｡
若林節子.｢小学校外国語活動 (英語)への一考一脳の研究から見えること｣｡r姫路狽協大学外国語
学部紀要j24(2011):89-1070
14
